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〔(社) 日本家政学会

過 疎 山 村 に お け る 宅 地 分 譲 事 業 に 関 す る 研 究　 一 和 歌 山 県 海 草 郡 美 里 町-

千 森　 督 子

（ 和 歌 山It  愛 女 短 大 ）

過 疎 山 村 を 取 り 巻 く 状 況 は 高 齢 化 に よ り 一 層 厳 し い 状 況 を 呈 し て い る 。 そ の 施 策

和 歌 山 県 海 草 郡 美 里 町 で は 「 若 者 が 定 住 す る ま ち づ く り 」 運 動 が 展 開 さ れ て い る.

セ ン タ ーの 建 設 な ど と 共 に 、 宅 地 分 譲 事 業 が 平 成 ４ 年 か ら 実 施 さ れ て い る 。 こ の

67 ～133 坪 の 比 較 的 広 い 宅 地 を 、43 千 円 ～ □8 千 円 ／ 坪 と 時 価 よ り も 安 く 供 給 し

年 層 の 定 住 とV  タ-  ン や ｌ タ ー ン 希 望 者 を 勧 誘 し 、 町 の 人 口 増 加 を 計 る も の で あ

表 は 入 居 者 の 意 識 か ら 、 こ の 事 業 の 是 非 を 検 討 す る 。

美 里 町 で 宅 地 分 譲 事 業 が 実 施 さ れ た の は 、 野 中 地 区 の ｒ 柿 木 台ｊ 、 安 井 地 区 の「

ヽ 毛 原 宮 の 「 毛 原 宮 」 の ３ 箇 所 で あ る 。 調 査 は ア ン ケ ート 用 紙 を 用 い た 聞 き 取 ≫

で. 各 住 戸 を 個 別 訪 問 し 、 実 施 し た 。 調 査 年 月 は 平 成 ７ 年 ７ 月~   9 月 で あ る 。

分 譲 地 は 全 地 完 売 さ れ て い る が 、 住 居 の 建 設 が 実 施 さ れ て い る の は 約 半 数 で あ る

者 の 最 遠 隔 地 は 大 阪 府 で あ る 。 町 内 は わ ず か １ 例 で 、 大 部 分 が 美 里 町 周 辺 の 紀 北 地 区

市 町 村 居 住 者 で あ る 。 分 譲 地 購 入 理 由 は 価 格 面 よ り も 地 元 で あ る」　r  m 戚 が い るｊ

な ど の 地 縁 関 係 が 大 き く 左 右 し て い る 。 価 格 面 で の 満 足 度 は 高 い が 、 分 譲 地 の 広 さ へ の 評

価 は 様 々 で あ る 。 居 住 後 の 満 足 度 は 高 く 、 と り わ け 肝 価 が 高 い の は 地 域 環 境 で 、 つ ぎ に 、

地 域 や 分 譲 地 内 の 人 間 関 係 が あ げ ら れ て い る 。 逆 に 低 い の は 、 買 い 物 や 交 通 の 便 の 悪 さ 、

道 路 の 整 備 状 況 で あ る 。 地 域 施 設 で 必 要 と す る の は 大 手 ス ー パ ー や コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

ー 、 医 療 施 設 、 遊 戯 施IS  、 文 化 施IS で あ る 。 行 政 へ の 期n が 高 い の は 、r  医 療 施 設 の 充 実

」 や 「 道 路 の 整 備 ・ 拡 張 」 で あ る 。 こ の よ う な 要 求 が みら れ る も の の 、 永 住 希 望 は 高 い 。
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６月１日（日）第Ｓ会場　9 :00 ～12 : 00

太陽熱利用住宅における年問のカビ汚染調査

○田中辰明( お茶大 ）相原真紀（お茶大・院）

［ 目的］住宅内のカピやダニによる微生物汚染が皮膚炎、鼻炎、喘息などのアレルギー性

疾患のアレルゲンになるとして問題になっている。太陽熱利用住宅はどちらかというと省

エネルギーに重点をおき、冬期の室温も低めであうたり･してカビが発生する場合もある。

このような住宅で年問にどのようなカビが生育するのかを調査する事を目的とした。

１方法」東京都杉並区の全面的に外断熱を行った比較的高気密、高断熱の太陽熱利用住宅

(1982 年竣工、RC 造、戸建、Bl ，地上２階建て）で1995年に１年間カビの採取調査を

行い、同定を行った。

住宅の窓でガラスを押さえているガスケットや、タイル目地でカビを滅菌綿棒で採取しＰ

ＤＡ培地に移し、恒温器で４日間培養を行った。またカビが生えている部位を1. 雑巾の

からぶき、2. 雑巾のぬれぶき、3. カビ用洗浄剤によるふき取り、4. エチルアルコー

ルによる洗浄の清掃方法により清掃し、その後の真菌数希釈法により測定し比較した。

「結論」この住宅では年間を通じてCladosporiuji属が最も多く検出された。その次にAure

obasidium属、Alternaria 属が多く検出された。特にガラス窓を押さえている室内側のガス

ケットの上に発生しているカピが顕著に認められた。しかしこれもガスケット自体に生え

ているのか、またはガスケットの上に堆積した塵埃に生えたのかは定かでない。清掃方法

ではからぶきやぬれぷきではそれほど効果は認められずカピ洗浄剤を使用した場合は効果

か認められ、アルコールを使用して清掃した場合は真菌は全く検出されなかった。
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